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腎臓移植希望者（レシピエント）選択基準（案） 

 

１．前提条件 

（１）ＡＢＯ式血液型 

    ＡＢＯ式血液型の一致（identical）及び適合（compatible）の待機者を候補者とす

る。 

 

（２）リンパ球直接交叉試験（全リンパ球又はＴリンパ球）陰性 

    

 

２．優先順位 

（１）搬送時間（阻血時間） 
 

地 域 点 数 

同一都道府県内（注） １２点 

同一ブロック内  ６点 
 

＊ 移植希望者の登録地域は移植希望施設の所在地（都道府県）とする。 

 

（２）ＨＬＡの適合度 
 

ＤＲ座の適合 

（ミスマッチ数） 

Ａ座及びＢ座の適合 

（ミスマッチ数） 
点 数 

 

０ ０ １４  

 

 

 

 

 

 

×１．１５点 

 

 

 

 

 

０ １ １３ 

０ ２ １２ 

０ ３ １１ 

０ ４ １０ 

１ ０ ９ 

１ １ ８ 

１ ２ ７ 

１ ３ ６ 

１ ４ ５ 

２ ０ ４ 

２ １ ３ 

２ ２ ２ 

２ ３ １ 

２ ４ ０点 
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（３）待機日数 

待機日数（Ｎ）≦4014日：待機日数ポイント＝Ｎ/365点 

待機日数（Ｎ）＞4014日：待機日数ポイント＝10＋log1.74（Ｎ/365－9）点 

 

（４）未成年者 

１６歳未満については１４点を加算する。 

１６歳～２０歳未満については１２点を加算する。 

 

３．具体的選択法 

  適合条件に合致する移植希望者（レシピエント）が複数存在する場合には、優先順位は、

以下の順に勘案して決定する。 

 

 （１）臓器の移植に関する法律第６条の２の規定に基づき、親族に対し臓器を優先的に提供

する意思が表示されていた場合には、当該親族を優先する。 

 

（２）ＡＢＯ式血液型が一致（identical）する者を適合（compatible）する者より優先す

る。 

 

（３）２．の（１）～（４）の合計点数が高い順とする。ただし、これらの条件が同一の移

植希望者（レシピエント）が複数存在した場合には、臓器搬送に要する時間、医学的条

件に配慮する。 

また、ＰＲＡ検査が可能な場合はＰＲＡ検査陰性を満たすこととする。 

 

 

 

（注１）地域は、原則として、都道府県、ブロック内他都道府県とする。ただし、地域の   

実情を踏まえ、（社）日本臓器移植ネットワークにおいて複数の都道府県を統合し

たサブブロックを設置することも可能とする。 

（注２）１年以内に移植希望者（レシピエント）の登録情報が更新されていることを必要条

件とする。 

（注３）Ｃ型肝炎抗体陽性ドナーからの移植は、Ｃ型肝炎抗体陽性レシピエントのみを対象

とするが、リスクについては十分に説明し承諾を得られた場合にのみ移植可能とす

る。 

（注４） 新ルール実施後１年を目途に新ルールの状況について検討を行うとともに、今

後新たな医学的知見を踏まえ、PRA検査の取り扱い等について適宜検討を行い、必

要があれば、基準の見直しを行うこととする。 


